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仙台広瀬川ワイズメンズクラブ 
  ２０２０年８月号ブリテン  

通算第111号2020.8.25 

巻頭言 

 
【オリンピックイヤー】 

この時期、オリンピック観戦で日本中が沸き返っていたはずが、現実は世界的な新型コロナウ

イルス感染拡大で外出自粛が続き、収まる気配が全く見えません。 

オリンピックが始まると毎回思い出される光景があります。昭和39年の「東京オリンピック」

と「新潟地震」そして「東海道新幹線」と「高速道路」の開通です。オリンピックに向けて新幹

線や高速道路の建設が進んでいた矢先の6月16日、新潟で地震が発生（午後1時）。液状化現象

も発生し、泥水が湧き出し、建物が沈んで傾いたりした様子がテレビで放映されていた。この現

象は東日本大震災でも多くの地域で発生しました。丁度、部活中の体育館がミシミシと音を出し

て揺れていたのを思い出します。 

10 月 10 日は日本晴れ、オリンピック開会式のテレビ中継ではNHK のアナウンサーの高揚した

声が流れ、私たちは学校の体育館での観戦、そして、金メダル候補の神永選手がヘーシンク選手

に抑え込まれた瞬間の悲嘆、「東洋の魔女」がロシアを破った時の大歓声等々が思い出されます。 

今回、復興五輪と銘打った 2020 年東京大会は新型コロナ対策で開催が来年夏に延期されまし

た。河北新聞には約7割の人が開催に疑問を持っているとの記事が載っていました。最近のオリ

ンピックはお金や日程など色々問題も出てきているので、この機会をとらえて今後の在り方を見

つめ直す時期に来ているのではないでしょうか。しかしながら、世界中の人々に感動を与えてく

れるオリンピックの理念が薄れるようなことがあってはならないと思います。 

あの56年前の感動をもう一度！！！ 

門脇 秀知 

 

THE  Y′Ｓ ＭＥＮ′Ｓ ＣＬＵＢ OF  SENDAI  HIROSEGAWA 

   

２０２０―２０２１年度 主 題（Theme） 

国 際 会 長   Jacob Kristensen(Denmark) 主題「価値観、ｴｸｽﾃﾝｼｮﾝ、ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ」 

アジア 太平洋地域会長  David Lua(Singapore) 「変化をもたらそう」 

東日本区理事   板村哲也（東京武蔵野多摩） 「変化をたのしもう！」 

北東部 部長  南澤一右（仙台青葉城） 『変化を楽しみながら新生北東部を創ろう！』 

仙台広瀬川クラブ会長  菅野 健   「励ましあって、試練を乗り越えよう」 

                                                    

 

「ワイズメンに誇りを持とう！」 

 

 

 

                        

今月の聖句 

平和を実現する人々は、幸いである。その人たちは神の子と呼ばれる。 

マタイによる福音書 ５章９節 

菅野 健 
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2020～2021年度 クラブ役員 

会   長 菅野 健 会員増強 布宮 圭子 ドライバー 増山 和憲 

副 会 長 加藤 研 DBC 菅野 健 メネット会長 多田 純子 

書   記 多田 修 DBC 村井 伸夫 ブリテン 増山 和憲 

会   計 松本 京子 ユース 佐藤 剛 ブリテン 佐藤 健吾 

監   査 伊勢 文夫 ユース 清水川 洋 直前会長 門脇 秀知 

地域奉仕 阿部 松男 YMCAサービス 伊勢 文夫 担当主事 増山 和憲 

地域奉仕 本野日出子 YMCAサービス 高篠 伸子 100周年行事 加藤 研 

会員増強 加藤 研 ドライバー 佐藤 健吾 100周年行事 門脇 秀知 

8月第１例会報告 

在籍者 １４名 出席者 ７名 メイキャップ １名 出席率 ５０％ 

メネット ２名 ゲスト・ビジター  ０名 ニコニコ ８，０００円 

【８月第1例会 報告】 月間強調：ＣＳ 

 日 時：２０２０年８月１９日(水) 18:45～20:30 

 場 所：ＹＭＣＡ２０３教室 

 出席者：門脇メン・加藤メン・菅野メン・佐藤(健)メン・多田メン・松本ウィメン・村井メン 

加藤メネット・多田(以上メネット)・増山 計１０名 

 

例年であれば、８月の第１例会は『納涼会』としてビアガーデンで例会を実施していましたが、

今年度は、新型コロナウイルス感染者増加に伴い納涼会を中止し、仙台広瀬川ワイズメンズクラブ

の会員でもある、村井総主事より『コロナ禍の中での仙台ＹＭＣＡ』についてスピーチを頂くこと

になりました。「黙祷」から始まり、プログラムに添い粛々と会は進行し、メネットの方に用意いた

だいたお弁当をいただきました。その後、菅野会長より、ＹＭＣＡ特別活動の『バザー』『チャリテ

ィーラン』『国際・地域協力募金の街頭募金』の中止、『チャリティゴルフ』『ＹＭＣＡクリスマス』

は規模を縮小して実施をすること。国際・地域協力募金の一環として実施している、じゃがいもと

かぼちゃの販売について報告がありました。 

村井総主事のスピーチでは、コロナウイルス感染拡大の中にあって、『改めて気づかされたＹＭＣ

Ａの意味』『直面した課題』について話をされました。運営せざるをえない事業、プログラムを停止

しなくてはいけない事業があったこと。事業間を超えて職員を派遣したこと。学校が休業した中で

子どもたちへのサポートプログラム。ＹＭＣＡの使命。約３０分のスピーチに広瀬川ワイズメンズ

クラブの皆様も真剣に耳を傾け、仙台ＹＭＣＡがコロナ禍の中で行ってきた運営を知る機会となり

ました。 

報告：増山 
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『平和を祈る七夕飾り』 
 

『平和を祈る七夕』市民の集い（代表 油谷重雄さん：仙台

ＹＭＣＡ常議員会）が、核兵器のない世界実現を祈る折り鶴の

吹き流しを市役所・保育所・教会など市内１９カ所に届けられ

飾られた。   

４５間、仙台七夕まつり（８月６～８日）で飾ってきたが、

今年は新型コロナウイルスの影響で七夕まつりが中止。「平和へ

の祈りを表し続けたい」と企画された。これまでは折り鶴をつ

ないだ１～１．５メートルの吹き流しとくす玉の組み合わせを

各施設に２本ずつ飾ってもらう。 

「平和七夕」は全国の個人や学校などから寄せられた折り鶴

を使った５本の吹き流しをクリスロード商店街（青葉区）に掲

げ、折り鶴のレイを見物客に手渡してきた。初日の８月６日は

広島に原爆が投下された日。記憶を風化させず、若い世代に伝

えたいと１９７６年に始めた。 

 今年のまつりは中止となったが「活動を途絶えさせず、核兵

器廃絶の思いを子どもたちに伝えたい」と、ボランティアや中

高生らが密集を避けて自宅やそれぞれの学校で作業した。完成

した七夕飾りは企業や団体に飾る場所を募って実現した。プレ

ゼント用の折り鶴のレイも届けられた。 

報告者：菅野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【夏季委嘱状授与式】 

 ７月３１日（金）に『夏季ユースボランティアリーダー委嘱状授与式』が行われました。 

日本ナザレン教団仙台富沢キリスト教会の阿部牧師より、夢を持つことの大切さを教えて

いただき、仙台広瀬川ワイズメンズクラブの会員でもあり、ユースボランティア委員会委

員長の加藤研さんからもユースリーダーたちへ、励ましと激励の言葉をいただきました。 

その後に、葵リーダーからこれからリーダーを始めていく決意と、ちひろリーダーから新

たな仲間に向けての温かい言葉が送られました。 

 

【決意の言葉】 祖母浦葵さん     【迎えの言葉】 安川ちひろさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告者：増山 

泉区 いずみ愛泉教会の七夕飾り 
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※今年度は新型コロナウイルス感染者 

増加により中止となりました。 
実施日：２０２０年１０月１５日（木） 

会 場：泉国際ゴルフ倶楽部  

※今年度は、コロナウイルス感染者の増加に伴い、

例年より規模を縮小して実施することになりま

した。 

※雨天決行 

協賛品のご協力をお願いします! 

協賛品をご提供いただける企業、団体、個人の皆

様を募集しています。ご寄付いただきました協賛品は

大会の賞品として使わせていただきます。 

 

 （チャリティゴルフ担当職員 佐久間渉） 

※今年度は新型コロナウイルス感染者 

増加により中止となりました。 

【仙台ＹＭＣＡバザー】        【第２３回チャリティゴルフ】   

 

 

 

【チャリティーラン】 

 

 

 

【８月・９月予定】 

◆８月３０日（日）～３１日（月） 青葉城ワイズメンズクラブ４０周年記念例会 

◆９月 ２日（水） 仙台広瀬川ワイズメンズクラブ第２例会 

◆９月１４日（月） 国際・地域協力募金実行委員会 １８：３０～ 

◆９月１６日（水） 仙台広瀬川ワイズメンズクラブ第１例会 

◆９月２８日（月） チャリティゴルフ実行委員会 １９：００～ 

 

 【編集後記】 

少しずつ涼しくなり、うっすら秋の気配が感じられるようになってきました。暑い夏から涼しい秋へ。これからも

体調管理に気を付けながら精一杯取り組んでいきたいです。 

【Ｋ・Ｍ】 

【８月いちご農園ボランティアワーク報告】 

 

2020 年度、第 3回目の岩佐いちご農園ワークを 8月 23日(日)に実施しました。今回は保護者 1

名、スタッフ 3名の合計 4 名の参加でした。今回の作業は、前回作業した続きの内容となり、次のシー

ズンに向けて苗を植えるための準備でした。道具を使って苗が入る大きさの穴を空けます。まず消毒用の

ビニールを開ける作業をし、その後はひたすら穴空けです。穴開けは、穴の位置や深さ、角度など決まっ

ており、慣れてスムーズに作業できるまで時間がかかりました。ちなみに、昨年の同じ時期にも同じ作業を

行いました。1棟ビニールハウスの穴開けが終了したらビニールを被せて完了です。 

昼食を挟み午後も同じ作業を続けました。時間の都合上、2棟目の途中までしかできませんでしたが、

熱中症に配慮し、水分補給をしながら作業を行いました。  

報告者：東日本大震災支援対策室 黒田敦 

次回は 9月 6日（日）を予定しています。 

 

 


